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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，1) 語彙学習における自己効力感を高めるために，語彙学習に特化
したeポートフォリオを作成し，それを活用する方法を探り，2) 語彙学習の効果をより正確に測定するためのコ
ンピュータ適応型診断テストを作成することであった。3年間の研究助成期間において，eポートフォリオを実装
した語彙学習プログラム「カンタンゴ」と，語彙学習の効果をより正確に測定するためのコンピュータ適応型診
断テスト2種類が開発され，無償公開された。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study were to (1) develop an e-portfolio for voabulary 
learning and explore ways to utilize it in order to enhance self-efficacy in vocabulary learning and
 (2) create computerized adaptive tests for accurately measuring vocabulary development. During the 
period of this three-year funding, I have developed and released (free of charge) a vocabulary 
learning application, named "Kantango," which has an e-portfolio system and two types of 
computerized adaptive vocabulary tests for diagnostic purposes.

研究分野：英語教育
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１．研究開始当初の背景 
語彙学習は外国語学習者にとって最も重要
なものの 1つであるということは，語彙学習
が 4技能（リスニング，リーディング，ライ
ティング，スピーキング）に含まれていない
にも関わらず，語彙学習（語彙習得理論）や
指導に関する専門書（例えば相澤他, 2010; 
Nation, 2001; 望月他, 2003など）が多いこ
とからも容易に理解できる。特に日本のよう
に日常生活において英語に触れる機会が少
ない EFL (English as a Foreign Language) 
の環境においては，欧米の研究で重要である
とされている多読などによる偶発的語彙学
習 (implicit vocabulary learning) が起こり
にくい状況であるため，意図的な学習が重要
であるということも主張されている（Folse, 
2004）。1970年代後半からの学習方略の研究
（O'Malley & Chamot, 1990; Oxford, 1990; 
McDonough, 1995; Cohen, 1998; Cohen & 
Macaro, 2007; 竹内, 2003）においても，学
習方略の分類の中ではほとんどのものが語
彙学習に適応できるものであることから，語
彙学習方略の重要性がわかる（Schmitt, 
1997）。 
 
過去の海外，国内の語彙学習方略の研究にお
いては，(1) 習熟度の違いによって，学習者
は語彙学習方略を計画的に使う上位群と，計
画的に使わない下位群に分けることができ
る（例えば，Ahmed, 1989; Kojic-Sabo & 
Lightbown, 1999; Sanaoui, 1995）。そして，
(2) 語彙学習方略と習熟度は（相関）関係が
見出せるものがある（例えば，Fan, 2003; Gu 
& Johnson, 1996; 前田 他, 2003）。そして(3) 
語彙学習方略の使用は学習環境，動機づけ，
性別など変数によって影響がある（例えば，
Catalán, 2003; Gu, 2002; 堀野・市川, 1997; 
Nakamura, 2002）ということが明らかにな
っている。ただし，「この語彙学習方略のみ
を使用していれば，語彙習得が効果的に行わ
れるというものはなく，学習成功者はより多
くの方略を組み合わせながら，自分のニーズ
や学習スタイルに合った方略を選ぶ。そして，
どのような方略であったとしても，計画的か
つ継続的にその方略を使用することが大切
である」という Folse（2004）の指摘にもあ
るように，どれか 1つの方略を学習者が学べ
ばよいというものではないということが先
行研究から明らかになっている。また，認知
方略（声に出して覚えるなどの具体的な方
法）だけでは，語彙学習方略指導には効果的
ではなく，メタ認知の指導も併せて行うこと
でより高い効果が得られることがわかって
いるため（Rasekh, & Ranjbary, 2003），本
科研費の申請者は，これまでに語彙方略指導
の有効性の実証研究を行い，国際誌に掲載さ
れた論文は各国の研究者に引用されている
（Mizumoto & Takeuchi, 2009）。 
 
また，平成 24 年〜25年度科学研究費助成事

業学術研究助成基金助成金 若手研究(B)「自
己調整学習の枠組みを用いた語彙学習指導
モデルの構築」（課題番号：24720276）にお
いて，これまでの語彙学習方略指導をより深
化させた形として，自己調整学習の枠組みを
用いて，自律的な語彙学習を指導によって活
性化させる方法を探り，そこからより良い語
彙学習指導モデルの検証を行ってきた
（Mizumoto, 2012, 2013）。 
 
このように，これまでの実践研究で，自己調
整学習の枠組みを利用して，学習者が能動的
に語彙学習に取り組む事により，自己効力感
が高まり，語彙知識にもプラスの効果が得ら
れることが示されてきたが，その効果は指導
者がどの程度サポートに介入するかという
度合いによって違うことがわかってきた。例
えば，指導者からのフィードバックや学習者
同士の意見交換が行われにくいタイプの
LMS (Learning Management System) を用
いた取り組みでは，その効果は対面授業での
取り組みよりも低いということが，申請者の
これまでの実践研究から明らかになってき
ている。 
 
そのため，本研究では，学習を継続させ，細
やかなフィードバックができるというオン
ライン学習の利点を最大限に活用すべく e 
ポートフォリオを用いて実践を行い，より良
い語彙学習・指導方法の提案を行う。e ポー
トフォリオは，近年，学習内容や到達度合い
という「学びの可視化」を可能にするツール
として，外国語教育の分野のみならず，大学
教育全般で注目を集めている。また，その効
果を語彙習得の観点から検証し，評価と関連
づけていくために，Computerized Adaptive 
Testing（コンピュータ適合型テスト）の開発
を進めた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，1) 語彙学習における自己効
力感を高めるために，e ポートフォリオを活
用する方法を探り，2) 語彙学習の効果をより
正確に測定するためのコンピュータ適応型
診断テストを作成することにある。これまで
の語彙学習方略研究では，自己調整学習の枠
組みを利用することによって，学習者の自己
効力感を高め，語彙知識の習得に役立つと考
えられているため，本研究ではより細やかな
フィードバックと可視化を行うことができ
る eポートフォリオを活用し，テストによっ
て効果を測定することによって，より良い語
彙学習方略指導モデルを構築し，外国語教育
に資することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
上記の研究目的を遂行するため，本研究 1年
目（平成 26年度）には先行研究のレビュー，
パイロット・スタディーと実験計画の修正，
テストや e ポートフォリオの作成とその活



用方法の検討，2年目（平成 27年度）には本
実験と eポートフォリオを含んだ語彙学習ア
プリケーションの開発と公開を行った。3 年
目（平成 28 年度）にはシステムの精緻化と
研究の総括として論文執筆を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 作成した語彙学習アプリケーション 
パイロット・スタディーを経て作成した語彙
学習アプリケーションは「カンタンゴ」
（http://kantango.jp/）として特許を取得し
（特表 2015-51320），オンライン上で無償公
開されている。以下の図 1はカンタンゴのロ
グイン画面，図 2はレッスン画面を示してお
り，学習者は割り当てられた範囲を自分のペ
ースで学習できる。 

 

図 1  カンタンゴのログイン画面 
 

図 2  カンタンゴのレッスン画面 
 

(2) eポートフォリオ機能 
カンタンゴには，本研究の目的であった，語
彙学習における自己効力感を高める eポート
フォリオが実装されており（図 3），その活用
方法が研究期間中には検討された。具体的に
は，学習者が覚えようとする語を「フィール
ド」に入力することによって，既習語と未習
語がハイライトされ，学習すべきターゲット
語が確認・登録できる。その後，「ポートフ
ォリオ」にはターゲット語が記録され，レッ
スン機能と同様に，自主的に学習を進めてい
くことが可能となるように設計した。今回の
研究では，この eポートフォリオの活用によ
り，学習者の自己効力感を高めることができ
るということが確認された。 
 

図 3  eポートフォリオ機能 
 
(3) コンピュータ適応型語彙診断テスト 
語彙学習の効果をより正確に測定するため
のコンピュータ適応型診断テストは，以下の
2 つが開発された（ともにオンライン上で無
償公開されている）。 
 
[1] Vocabulary Level Diagnostic Test 
(http://langtest.jp/cat/?wid=1&tid=8) 
 
[2] Word Part Levels Test (CAT ver.) 
(http://langtest.jp/cat/?wid=1&tid=5) 
 
[1] の Vocabulary Level Diagnostic Test（図
4）は語彙サイズテストを基に，受験者ごと

 

 

  

 



の能力に応じて難易度が違う 4択形式の問題
が出題される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4  Vocabulary Level Diagnostic Test 

 
 
Word Part Levels Test (CAT ver.) の例を以
下の図 5に示す。Word Part Levels Testは，
Sasao and Webb (2017) で開発された語彙
の接辞知識を測定する紙ベースのテストで
あり，Word Part Levels Test (CAT ver.) は，
そのテストをコンピュータ適応型診断テス
トに改善したものである。コンピュータ適応
型診断テストにすることによって，より短時
間でより正確な語彙の接辞知識の測定が可
能になった。 

図 5  Word Part Levels Test (CAT ver.) 

 
(4) 結果の可視化 
今回の研究で開発された，e ポートフォリオ
が実装された語彙学習アプリケーション「カ
ンタンゴ」，語彙知識を正確かつ短時間で測
定できる 2つのコンピュータ適応型診断テス
トのそれぞれにおいて，診断情報の可視化を
行うことができるように設計されている。 
 
たとえば，図 6 は Vocabulary Level 
Diagnostic Test (VLDT) の受験後に提示さ
れる診断情報であり，語彙レベルの他に各種
英語能力試験の予測点（レベル）が表示され
る。 
 

図 6  VLDTのフィードバック画面 
 
 
図 7にWord Part Levels Test (CAT ver.) の
フィードバック画面を示す。 
 

図 7  WPLTのフィードバック画面 

 

 

 

 

 



 
Word Part Levels Test (WPLT) は 3つのセ
クションで構成されており，それぞれのセク
ションの結果と，どのレベルから学習を始め
ればよいかという診断情報が結果として表
示される。これにより，従来の紙版のテスト
よりも，より細やかなフィードバックが受験
者のみならず，教員にも利用可能となった。 
 
これら一連のアプリケーション，テスト開発
の研究の総括は，すべて論文として公表され
ている。 
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